Daigorilla WCSC34アピール文章・・・急いで書きました泣
工夫した点

1 後手番勝率の強化：　後手は角換わりを避け、雁木もしくは力戦にさすようにmodelのパラメータを調整した。

2 探索部の高速化及びパラメーターの調整：ふかうら王をCUDA12.3　TensorRT8.6、cudnn9.0に最適化し、後手の勝率を疑似調整した棋譜で自動調整を行った。ちなみにやねさんのスポンサーには入っていないのでバージョンは8.00

3 Modelの最適化：特に至って工夫はしていないが20b_swishで学習を進めている。現時点では手動と自動で調整している定跡を用いて標準型NNUE関数「Hao」を用いてdepth14～18、約5億局面を学習させている。学習率を徐々に下げている。

4 定跡の強化：秘密にしておきたいが上記の通りかなり手間をかけて生成している。無駄な局面を減らすため実現確立が高いものから局面を誘導し、様々な評価関数に対応できるようにしている。詳しくは決勝に残ったら書きたい。

